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23．眼窩底骨折に対する生体吸収性プレ トー(Lactosorb?)
の使用経験 ―これまでの経過と今後の課題―

















骨折 1例であった.性別は男性 9例,女性 2例で,平均年
齢は 26.7歳であった.【方 法】 下壁骨折は睫毛下切
開,内壁骨折は内眼角部切開から骨膜下に至り,骨折部
の全周を剥離し眼窩内容を整復した.テンプレートを用
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上皮癌患者 25例に FAMTおよび FDG-PETを撮影,原
発腫瘍に関心領域 (ROI)を設定し,トレーサー集積の半




した.【結 果】 対象症例 25例全例の原発巣において
FAMTおよび FDGの有意な集積が見られ, SUV. max
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